
様々な音の風景
XIV

～20 世紀以降の音楽とその潮流～

2017 年10 月26 日（木）1 8:45 開演（1 8:1 5 開場）

すみだトリフォニーホール（小ホール）

チラシでご案内をいたしました、第3曲目　中島洋一作曲：「青い詩」オンドマルトノとピアノの

ためのは、楽器設置の都合により第1曲目で演奏いたします



様々な音 の風景 X IV
～２０世紀以降の音楽とその潮流～

ＰＲ０６ＲＡＭＭ６

１　 中 島 洋 一 ：「 青 い 詩 」 オ ン ド マ ル ト ノ と ピ ア ノ の た め に

Ｙｏｕichi NAKAJIMA: “ BlｕｅＰｏｅｍ” ~for Ondes Ｍａrtｅｎｏt and Piano

久 保 智 美 （０．ｍ．）Ｔｏｍｏｍｉ ＫＵＢＯ ／ 神 田 麻 衣 （ｐｆ） Ｍａｉ ＫＡＮＤＡ

２　 ヒン デ ミ ット ： ヴ ァ イ オ リン ソ ロ ソ ナ タ

Paｕ1 HINDEMITH : Sonate f ｕr Violine

北 川 靖 子（ｖｎ）Kiyｏｋｏ ＫＩＴＡＧＡＷＡ

３　 北 條 直 彦 ：「 ピ ア ノ の た め の 響 相 」 ～ 記 憶 の 風 景 よ り ～ “ プ レ リュ ー ド

Ｎａｏｈｉｋｏ ＨＯＵＪＯ : Prclｕde frｏｍ “ Ｋyｏsｏ ｆｏr Piano ” ~from Landscape in Remembrance　　　　　　　　

「ピ アノの た め の 三 つ の 小 品 」 よ り 「 小 さ な 絵 から」

“from SmalI Pict ｕre”~frｏｍ Ｔｈrec Short Pieces for Ｐｉａｎｏ

パ ー ス ペ クティブ ＝ ピ アノの た め の ～　“Perspecti ｖe for Piano ”

古 川 五 巳 （ｐｆ）ｌｚｕｍｉ ＦＵＲＵＫＡＷＡ

４　 浅 香 満: “Songs for Sa ｘphone and Piano ”

Mitsｕrｕ ＡＳＡＫＡ　 “ Songs for Sa ｘphone and Piano ”

中 村 有 里 （ｓａｘ） Ｙｕｒｉ ＮＡＫＡＭＵＲＡ ／ 山 本 有 紗 （ｐｆ） Ａｒｉｓａ ＹＡＭＡＭＯＴＯ

一一 一 一 一一 一 一 休 憩　 一 一 一一 一一 一

５　 北 條 直 彦 ： 「 弦 楽 三 重 奏 曲 」 ～ 記 憶 の 風 景 よ り ～ そ の ２

Ｎａｏｈｉｋｏ Ｈ ＯＵＪＯ : “ String Trio ” from　Landscape　in Remembrance part2

恵 藤 久 美 子 （ ｖｎ） ／ 百 武 由 紀 （ ｖa） ／ 安 田 謙 一 郎 （ｖｃ）

Ｋｕｍｉｋｏ　ＥＴＯＨ　　　 Ｙｕｋｉ　ＨＹＡＫＵＴＡＫＥ　 Ｋｅｎｉｃｈｉｒｏ　ＹＡＳＵＤＡ

６　 助 川 敏 弥 ： 「 桜 ま じ 」 ／ ジ ス モ ン ダ

Ｔｏshiy ａ ＳＵＫＥＧＡ ＷＡ : “ Spring ｗind ” （2003 ）／Gis ｍｏｎｄａ（2010 ～2011 ）

深 沢 亮 子 （pf ） Ｒy ｏｕkｏ F ＵＫ ＡS Ａ ＷＡ

７　 中 嶋 恒 雄 ：「 狩 野 敏 也 の 詩 に よ る 三 つ の 歌 曲 」

Ｔｕｎｅｏ ＮＡＫＡＪＩＭＡ : 3　Songs
｀
Ｐｏｅｍ ｂy Toshiy ａ Ｋａｎｏｈ

中 嶋 啓 予（sop ） Ｋｅｉｋｏ ＮＡＫＡＪＩＭＡ　 安 田 正 昭 （pf ）Mas ａａｋｉ ＹＡＳＵＤＡ

８. ア ン リ ・ デ ュ テ ィ ユ ：「ピ ア ノ ソ ナ タ 」 か ら 第 三 楽 章

Ｈｅｎrｉ　ＤＵＴＩＬＬＵＸ : The　
ｙ 
Ｍｏｖement fr ｏｍ Ｓｏｎａte po ｕr Ｐｉａｎｏ（ＣｈｏraIet　 Ｖａriatｉｏｎs

北 川 暁 子 （pf ） Ａkik ｏ ＫIT ＡＧＡＷＡ

※チラシでご案内をいたしました、第3曲目　中島洋一作曲：「青い詩」オンドマルトノとピア

ノのために　は、楽器設置の都合により第1曲目で演奏いたします。

２



の世界が混在する。幻想絵画に習った幻想音楽の世界に属する。2011年12月10日、津田

ホールにて深沢亮子により初演。（助川敏弥の解説文より抜粋）

～～演奏にあたって（深沢亮子）

10月26日、20世紀以降の音楽とその潮流～様々な音の風景ＸＩＶ～で久しぶりに参加さ

せて頂く事になり、皆様とのおめもじを楽しみに致しております。助川敏弥さんの作品は、

私が30歳の頃よりお願いし、一昨年ご逝去なさるまでずっと弾かせて頂いておりました。

最初の「タペストリー」や「ピアノのための作品ＮＯ１-NO10」は大曲、そして難曲で、30-40

分もかかる作品でした。その後ある時、助川さんが「もう大声を張り上げなくても、静

かに人と話をした方がお互い通じ易いことに気がついたので、これからはそうしようと思

う」とおっしやいました。それから徐々に作風も変っていらした様に感じます。「桜まじ」

と「夜のうた」は2002年の作品で12月16日日本音楽舞踊会議主催の「ピアノとヴァイオリ

ンとチェロの夕べ」（数年前からこのコンサートのタイトルが深沢亮子と室内楽の仲間た

ちに変りましたが）で初演させて頂きました。今回は「桜まじ」の他2010- 11年にかけて

作られた。「ジスモンダ」の初演は2011年12月に深沢亮子が津田ホール、麦の会チャリ

ティーコンサートで行いました。

チェコ出身の画家Ａ.ミューシャの同名の絵画から触発されて書かれた作品で幻想的、

何か不思議な雰囲気を持った曲です。作曲者作品解説では無調の世界と調性三和音の

世界が混在すると書かれており、最後はコラールで終わります。「ジスモンダ」はミュー

シャのパリ無名時代に名女優サラ｡ベルナールからの依頼により演劇「ジスモンダ」のポ

スターを描き一躍有名になり、その後も彼女のための作品が次々と生まれたそうです。

ま た 、

出 演 、

●深沢 亮子（ふかさわ りようこ・ピアノ）

15歳で第22回日本音楽コンクール首位受賞後ウィーン国立音楽大学へ

留学し、1959年首席で卒業。1961年ジュネーヴ国際音楽コンクール１

位なしの２位。以来、学友協会黄金の間やコンチェルトハウス他で度

々オーケストラとの協演を始め、日本、ヨーロッパ、南米、アジアの

諸国で精力的に演奏活動を行い、日本の作品も数多く紹介している。
国 際 音 楽ｊ ン ク ー ル や 日 本 音 楽 コ ン ク ー ル 他 の 審 査 員 を 務 め る 傍 ら ラ ジ オ 、TV の

ＣＤ、 著 作 、 楽 譜 の 出 版 等 々 も 多 い 。 日 本 音 楽 舞 踊 会 議 代 表 理 事 。

＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

７。 中 嶋 恒 雄：「狩 野 敏 也 の 詩 による 三 つ の 歌 曲 」

Ｔｕｎｅｏ ＮＡＫＡＪＩＭＡ : 3Songs ｀Ｐｏｅｍ ｂy Ｔｏshiyａ ＫＡＮＮＯ

中 嶋 啓 子（sｏｐ） Ｋｅｉｋｏ ＮＡＫＡＪＩＭＡ　 安 田 正 昭 （pf ） Ｍａsａａｋｉ ＹＡＳＵＤＡ

～ ～ 作 品 に つ い て（中 嶋 恒 雄 ）

この曲は、1997 年に初 演し た「そこに人 が いる から」に改訂を加えて第1［由とし、また、1996

年 初 演 の「ここを過ぎ て 泣け 」を 第3 曲 に置き 、新たに今 回 作 曲し た「風に吹かれて」

を第２曲として、3 曲 セットの 歌 曲 に作り変え たものである。 作曲家にとって詩は、 何か心

に訴えるものを感じさせてくれなけ れば 、とても曲にする事はできない が私にとって狩野
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さんの詩は、始めて出会ったときから、引きつけられるもの
があった。

狩野さんは、ピカソの「芸術とは、真実を悟らせるための嘘であ
る」とワイルドの「拙

劣な詩は、すべて本当の感情から生まれる」を眼目として、
詩作をするが、このワイルド

の「拙劣」という言葉は、詩とは形であるとする一般通念からの比
喩であり、音数律をも

たない今日の自由詩を指すことは、述べるまでもない。狩野さん自身、
「これって詩集な

んてすか」と女流詩人に言われたことさえあると告白しておられ
るように、実際に狩野さ

んの詩を曲にする困難さは、物語のように長い散文体にある。ち
なみに、3 曲目の「ここ

を過ぎて泣け」の全文を掲げよう。

「生きものは。みんな友だち/ここを過ぎて泣け」/インドの北の砂漠の石の門に/刻まれ

た言葉/ ああ、ここを過ぎて泣けと/インドの友は、虫けらひとつ殺さない/ やさし＜振り払う

だけだ/ 次の世に、虫になるかも知れないと/本気で思っているのだ/後生を良＜するため

に/ 無駄な殺生をしないと決めている/そんなにやさしいインドの友でさえ/ ほかの生きも

のを殺めなければ/ 生きていけなかったと嘆いて泣＜/生まれ変わったらもっと金持ちにな

る/来世も君と一緒になる/女に生まれ変わる、男に生まれ変わる/いったい何を、ぽざい

ているのか/いったい何を、たわけているのか/ 霊長目ヒト科ヒト属ヒト/きみには、ふたた

ぴヒトに生まれ変わる資格はない/ ふたたびヒトに生まれ変わる望みもない/ヒトはおろか

ケモノも無理で/トリもサカナも高望み/虫ケラになるのが、せい一杯というものさ/無用に
生きものを殺め続けたきみは/輪廻の輪の一番後ろについて/

後生を積んだヒトのあとに/

小さくなって並ぶのだ/ひとごとと思ってはいけない/そこにいる、きみのことだ/きみとは、

ぼくのことだ/ 嘆いても間に合わない、きみの罪/ 嘆いても詮方のない、きみの罪/ここを

過ぎて、思いっきり泣くがよい/ああ、ここを過ぎて、ここを過ぎて泣け」
この詩を、どのように歌曲化したか。聴いてみてのお楽しみ

ということだろう。狩野さ
んは､多くの作曲家が彼の詩を歌曲にしてくれたが、中嶋さんの

が、自分には一番ぴった
りすると、いつか手紙で私に書いてくれた。この曲は、この狩

野さんの言葉への返礼でも
ある。最後に第2曲の詩も、本来は長文であるが、これもただ、1行

に込められた狩野さ
んの思いだけで、曲を構成したことを、述べて置こう。

〔プロフィール〕

●中嶋恒雄（なかじま つねお・作曲）

東京芸術大学音楽学部作曲科卒業、及び同大学楽理科を経て指揮科
卒業。1984年カリフォルニア大学サンディエゴ校研究員。上野学

園大
学、東京学芸大学講師、及び北海道教育大学札幌校、旭川校、

釧路
校、宮城教育大学、宇都宮大学、静岡大学、信州大学、滋賀大学、

岡山大学、金沢大学、愛媛大学、琉球大学、山梨大学大学院の
講師

を勤めた。現在山梨大学名誉教授、財 団法人音楽文化 創造 参与.‥ －...－.－、ヽ g /
●~八lu 心Ｊ〃 夕　Ｘｏ

著 書 「音 楽 教 育 研 究 のまとめ方」訳書 「ジャズ の歴 史」他、多くの論文 、作品がある．

作品は 、チェコの作曲家によって、Ｎｅｏ-impressionisｍ
と評 価されて いる．

●中嶋啓子（なかじま　けいこ・ソプラノ）

山梨大学音楽科卒業。片野坂栄子氏に師事。ミラノ音楽院に留学しカ
ルラ・ヴァンニ ーニ、マルガレータ・グリエルミ女史

のもとで発声法を
研究。1996 年以降、中嶋恒雄歌曲作品のすべてを初演す

る。 2012年、
チェコ共和国クロムニェジーシュFestiｖaI Forfestに招か

れて中嶋恒雄の
歌曲を演奏し、好評を博した。

Ｈ



●安田正昭（やすだ まさあき・ピアノ）

1984年マリアガラス国際コン・ピアノジュニア部門優勝。1986年東京

芸術大学１年次にマントヴァ・フェスティバルに招かれ、Ｒ.ロッジ賞受

賞。1989年第1回パリ・スタインウェイ・ピアノコン優勝。1･990年仏国

際コンクール、ピアノ部門優勝。モーツァルト特別賞、メシアン特別賞

受賞。パリ国立高等音楽院ピアノ、伴奏、室内楽科を卒業。イヴォン

ヌ ・ ロ リ オ 、 ミ シ ェ ル ・ ヴ ェ ロ フ 等 に 師 事 。 現 在 上 野 学 園 大 学 準 教 授 。

＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊　　 ＊

８。 ア ン リ ・ デ ュ テ ィ ユ ：「 ピ ア ノ ソ ナ タ 」 か ら 第 三 楽 章

Ｈｅｎrｉ　Ｄ ＵＴＩＬＬＵ Ｘ :

The　3 “i　IVloｖｅｍｅｎt f ｒｏｍ Ｓｏｎａtｅ ｐｏｕr　Ｐｉａｎｏ（Ｃｈｏrａｌ　ｅt　Ｖａｒiatｉｏｎs

北 川 暁 子 （ｐｆ） Ａｋｉｋｏ ＫＩＴＡＧ ＡＷ Ａ

～ ～ 作 品 に つ い て（ 高 橋 健 介 氏 の 解 説 文 を 引 用 ）

ア ン リ ・ デ ュ テ ィ ユ （1919 ～2013 ） は 、 ２０ 世 紀 後 半 に 活 躍 し た フ ラ ン ス の 代 表 的 作 曲

家 。1933 年 か ら パ リ 音 楽 院 で 学 び 、1938 年 に は フ ラ ン ス の 作 曲 家 の 登 竜 門 で あ る ロ ー

マ 賞 を 受 賞 し た 。 デ ュ テ ィ ユ は1946 年 ピ ア ニ スト の ジ ュ ヌ ヴ ィウ ェ ー ブ ・ ジ ョ ワ （1919

～2009 ） と 結 婚 す る が 、 こ の ソ ナ タ は 翌 ４７年 に 彼 女 の た め に 書 か れ 、 初 演 も ４８年 に ジ

ョ ワ に よ っ て 行 わ れ た 。 こ の 作 品 が 作 曲 者 自 身 が 「 作 品１」 を 付 け た こ と か ら も 、 自 ら の

作 風 を 確 立 し た 重 要 な 作 品 と 言 え る 。 第 ３楽 章 は 単 独 で 演 奏 さ れ る 事 も 多 く 、 コ ラ ー ル と

多 様 性 に 富 ん だ 四 つ の 変 奏 で 構 成 さ れ た 一 つ の 連 続 し た 楽 想 で あ る 。 作 曲 者 が こ の 作 品

の 作 曲 時 に 「 典 型 的 な フ ラ ン ス の 技 法 か ら 逃 れ た 」 と 述 べ た よう に 、 近 代 フ ラ ン ス 音 楽 の

伝 統 を 受 け 継 ぎ つ つ も 独 自 の 路 線 を 切 り 開 い た デ ュ テ ィ ユ の 色 彩 感 に 溢 れ て い る 。

●北川暁子（きたがわ あきこ／ピアノ）

丸山淑子女史、L. コハンスキー教授に師事。 1964年イイノホール

で第1回リサイタル。 1967年武蔵野音楽大学卒業。同年オーストリ

ー国立アカデミー入学。Ｒ.ハウザー教授に師事。1969 年アカデミ

ーを全教授一致最優秀で卒業。ベーゼンドルファーコンクール優勝。1970

年ミュンヘン国際コンクール ２ 位。　1984年演奏活動20 周年

にベートーヴェンソナタ全曲連続演奏会（10 日間7夜）。東京警術

大 学 名 誉 教 授 。　日 本 音 楽 舞 踊 会 議 理 事 長 。
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狩野敏也の詩による３つの歌曲（2017 年10 月初演） 解説及び歌詞

中嶋恒雄

この曲は、1997 年に初演した「そこに人がいるから」に改訂を加えて第１曲と

し、また、1996 年初演の「ここを過ぎて泣け」を第３曲に置き、新たに今回作曲し

たr 風に吹かれて』を第２曲として、３曲セットの歌曲に作り変えたものである。

作曲家にとって詩は、何か心に訴えるものを感じさせてくれなければ、とても曲に

することはできないが、私にとって狩野さんの詩は、始めて出会ったそのときか

ら、引きつけられるものがあった。狩野さんは、ピカソの「芸術とは。真実を悟ら

せるための嘘である」とワイルドの「拙劣な詩は、すべて本当の感情から生まれ

る」を眼目として、詩作をするが、このワイルドの「拙劣」という言葉は、詩とは

形であるとする一般通念からの比喩であり、音数律をもたない今日の自由詩を指す

ことは、述べるまでもない。狩野さん自身、『これって詩集なんてすかj とある女

流詩人に言われたことさえあると告白しておられるように、実際に狩野さんの詩を

曲にする困難さは、物語のように長い散文体にある。これらの詩を、どのように歌

曲化したかは、聴いてみてのお楽しみということだろう。狩野さんは。多《 の作曲

家が彼の詩を歌曲にしてくれたが、中嶋さんのが、自分には一番ぴったりすると、

いつか手紙で私に書いてくれた。この曲は、この狩野さんの言葉への返礼でもあ

る。第２曲の詩も、本来は長文であるが、これはただ、１行に込められた狩野さん

の思いだけで、曲を構成したことを、述べて置こう。
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い
の
か

い
っ
た
い
い
つ
に
な
っ
た
ら
来
る
の
か
　
け
れ
ど
も

み
ん
な
ゆ
っ
た
り
歩
い
て
集
ま
っ
て
く
る

な
に
も
な
い
バ
ス
停
に

そ
し
て
、
の
ん
び
り
待
っ
て
い
る

な
に
も
な
い
バ
ス
停
に

集
ま
っ
て
く
る
　
そ
し
て
待
っ
て
い
る

集
ま
っ
て
く
る
　
そ
し
て
待
っ
て
い
る

こ
こ
で
は
、
時
が
、
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る

人
び
と
も
、
ゆ
っ
た
り
と
歩
く

そ
し
て
、
の
ん
び
ひ
と
待
つ

中
圖
の
ま
ん
中
あ
た
り
、
お
寺
の
聖
地

山
西
省
、
五
音
山
の
近
く
の
村
里

バ
ス
は
、
朝
と
昼
と
夕
暮
れ
に
来
る
ら
し
い

ガ
イ
ド
が
う
そ
ぶ
く

み
ん
な
。
こ
こ
に
バ
ス
が
来
る
こ
と
知
っ
て
い
る

み
ん
な
が
い
る
こ
ろ
来
れ
ば
よ
い
と
、
知
っ
て
い
る

な
ん
に
も
い
ら
な
い
、
み
ん
な
無
っ
て
い
る

な
ん
に
も
な
い
バ
ス
停

目
印
も
な
い
、
ダ
イ
ヤ
も
な
い

屋
撰
も
な
け
れ
ば
、
縛
計
も
な
い

甘
の
ま
ん
中
の
服
辻
に

な
ん
と
な
く
、
そ
れ
と
な
く

人
が
集
ま
っ
て
く
る
　
集
ま
っ
て
く
る

時
計
を
み
な
が
ら
定
っ
て
く
る
人
な
ど
い
な
い

時
計
を
持
っ
て
い
る
人
も
す
く
な
い

そ
こ
に
人
が
い
る
か
ら
　
バ
ス
が
来
る

そ
こ
に
バ
ス
が
来
る
か
ら
　
人
が
い
る

そ
こ

に
人

が

い
る
か

ら狩野
敏
也
　

詩



風
に
吹
か
れ
て

お
れ
が
死
ん
だ
ら

風
葬
に
し
て
く
れ

お
れ
が
死
ん
だ
ら
　
い
つ
か
話
し
た
あ
の
高
原
の

両
側
に
二
つ
の
海
の
見
え
る
草
む
ら
に

た
だ
放
り
投
げ
て
お
い
て
く
れ

そ
れ
か
ら
例
の
骨
笛
を
ゆ
っ
く
り
と
爽
い
て
く
れ

す
る
と
大
勢
の
鳥
た
ち
が
や
っ
て
き
て

お
れ
の
身
を
い
と
お
し
く
つ
い
ば
ん
で
く
れ
る

そ
れ
か
ら
、
ど
こ
か
ら
か
花
の
種
を
く
わ
え
て
き
て

体
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど
に
蒔
き
つ
け
て
く
れ
る

む
く
ろ

や

が

て

お

れ

は
、

色

と

り

ど

り

の
花

の
演

と

な

る

だ

ろ

う

と
５
ち
ゅ
う
か
そ
う

冬

虫

夏

草

も

欝

て

て

や

ろ

う

お
き
波
り
り
、
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
な
ど
も
咲
か
せ
て
や
ろ
う

そ
れ
か
ら
　
そ
れ
か
ら

風
に
吹
か
れ
　
夙
に
吹
か
れ
て

風
に
曝
さ
れ
　
夙
に
曝
さ
れ
て

や
が
て
立
派
な
向
い
骨
に
な
る
の
だ

人
体
模
型
の
よ
う
な

附
珍
し
の
紺
悦
に
な
る
の
だ

星
月
夜
に
は
　
星
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
に

青
白
く
青
白
く
光
っ
て
や
ろ
う

お
れ
が
鷲
ん
だ
ら
嵐
欝
に
し
て
く
れ

い
つ
か
話
し
た
。
あ
の
高
原
の

両
側
に
二
つ
の
海
が
見
え
る
草
む
ら
で

お
れ
の
好
き
な
風
葬
に
し
て
く
れ

す
　
　
　
　
　
な

こ

こ

を

過

ぎ

て

泣

け
狩
野
　
敏
也

詩

「
生
き
も

の
は
、
み

ん
な
友

だ
ち

こ
こ

を
過
ぎ

て
泣
け
」

イ
ン
ド
の
北

の
砂
漠
の
石

の
門

に

刻
ま
れ
た
言
葉

あ
あ
、
こ

こ
を
過

ぎ
て
・：
泣
け
　

と

イ

ン
ド
の
友
は

、
虫
け
ら
ひ
と

り
殺

さ
な
い

や
さ
し
く

振
り
払
う

だ
け

だ

次

の
世

に
、
虫

に
な
る
か
も
無

れ
な

い
と

本
気
で
思

っ
て

い
る
の
だ

後
生
を
良
く

す
る
た
め
に

無
駄
な
殺
生

を

”ヽ’い
な

い
と
決
め
て

い
る

そ
ん
な
に
や
さ
し
い
イ
ン
ド
の
友
で
さ
え

ほ
か
の
生
き
も
の
を
影
め
な
け
れ
ば

生
き
て
い
け
な
か
っ
た
と
嘆
い
て
泣
く

生
ま

れ
変

わ
っ
た
≒

も
っ
と
金
持

に
な
る
・
：

来
世

も
君
と

い
っ
し
よ
に
な
る
…

女

に
生
ま

れ
変
わ

る
・：
男
に
生
ま

れ
変
わ
る
・
こ

い
っ
た
い
で

何
を

、
ほ
ざ
い
て

い
る
の
か

い
っ
た
い
、
何
を

、
た
わ
け
て

い
る
の

か

Ｒ
４
Ｑ
?
‘ｊ
Ｃ
'４Ｖ
　
　
　

４
　
　
　

￥
く

霊

長

目

ヒ

ト

科

ヒ

ト

属

ヒ

ト

き
み
に
は
、
ふ
た
た
び
ヒ
ト
に
生
ま

れ
変
わ
る
資
絡
は

な
い

ふ

た
た
び

ヒ
ト

に
生
ま
れ
変

わ

る
望

み
も
な

い

ヒ
ト
は
お

ろ
か
、

ケ
モ
ノ
も

無
理
で

ト
リ
も
サ
カ
ナ
も
船
影
み

ム
シ
ケ
ラ
に
な
る
の
が
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
と
い
う
も
の
さ

無
用
に
生
き
も
の
を
轍
め
つ
づ
け
た
き
み
は

輪
廻
の
輪
の
一
番
後
ろ
に
つ
い
て

後
生
を
ｔ
ん
だ
ヒ
ト
の
あ
と
に

小
さ
く
な
っ
て
並
ぶ
の
だ

ひ
と
ご
と
と
思
っ
て
は
い
け
な
い

そ
こ
に
い
る
、
き
み
の
こ
と
だ

き
み
と
は
、
ぼ
く
の
こ
と
だ

悔
い
て
も
、
間
に
合
わ
な
い
、
き
み
の
罪

鸚
い
て
も
、
歎
筑
の
な
い
、
き
み
の
罪

こ
こ
を
過
ぎ
て
、
思
い
っ
き
り
泣
く
が
よ
い

あ
あ
、
こ
こ
を
過
ぎ
て
、
こ
こ
を
過
ぎ
て
泣
け

し ．
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